
平成２９年度 学校自己評価 花咲徳栄高等学校

佐藤栄学園の建学の精神である「人間是宝」。この精神は、生徒の将来を考え、一人一人の内在する可能性をいかに開花させるかということにあります。この精神こそ、本校教育の礎となるも
目 指 す 学 校

のであります。この建学の精神「人間是宝」の具現化に努め、文武両道、学習と部活動の両立を図り、中堅の育成・日本の人材インフラの育成に努める。

１ けじめのある心を育てる ４ 敬愛と感謝の心を育てる

教 育 目 標 ２ 自己開発の心を培う ５ 体育を奨励し、強靱な体力と精神力を養い、真のスポ－ツマンシップの心を育成する

３ 創意工夫する心を育てる

学 校 自 己 評 価

年 度 の 目 標 年 度 評 価

重点目標 現状と課題 評価項目 具体的方策 評価指標 評価項目達成状況 達成度 次年度への課題と改善策

●アクティブラーニング型授業の一 ●国公立大学・難関私立 ●現役合格サポ－トシステム ●国公立大学・難関 ●今年度のセンター試験受験者数 ●国公立大学・難関大学合格数の具体的な目標値

層の推進と充実 大学の進学実績の向上 ・大学入試対策センター 大学合格数 は１９７名であった。国公立大 を設定し、進路指導体制を整備する

授業改善 ●国公立大学・難関私立大学の進学 ・０時限、放課後補習 学合格者数は１６名、難関私立

進学実績 実績は伸びているが、合格数を更 ・特別補習（通年・夏期） 大学合格者数は２２名であり、 B ●授業力の更なる向上に向けてアクティブラ－ニ

に向上させる ●科別の進路実績の向上 ・進学説明会・講演会 ●センタ－試験受験 医歯薬系大学合格者数は４２名 ング型の授業を推進し、思考力・判断力・表現

●文武両道の進学校を目指し、日本 ・各種模試 率 であった。 力等の幅広い能力を養う

の人材インフラ育成のための学習 ・駿台サテネット ●食育実践科の大学進学率は、昨

指導、進路指導を充実させる ●アクティブラ－ニング研修 年度の１３％から大幅に向上

し、今年度は３０％であった。

●平成２９年５月１日現在の定員充 ●志願者数の増加 ●募集活動 ●受験者数 ●志願者数は１９７７名で昨年度 ●受験者のニ－ズに応える、入試相談会・オ－プ

足率は、１１３．７％で、ほぼ定 ・入試説明会・相談会 より６％減少した。 ンスク－ルの日程・回数等の改善

員を守っている。募集定員を遵守 ●入学定員の遵守 ・オ－プンスク－ル ●入学定員厳守 ●来年度の入学予定者数は５９３

入 学 定 員 するとともに、より能力の高い生 ・アチ－ブメントテスト 名で募集定員の１１４.９％と B ●安定的に募集定員を確保し、質の向上を図るた

確保と改善 徒を確保する ・部活動体験・相談会 なり、募集定員を満たしている。 め、『次世代英知の種をまこう』のスロ－ガン

●入学定員（アルファコース１４０ ・食育実践科体験学習 来年度は、学校全体としては定 のもと、イメ－ジアップに努める

名・アドバンスコース３００名・ ・相談資料の取り扱い多様化 員充足率１２０.７％となる見
食育実践科８０名、計５２０名） 込みである。

を確保する

●スポーツ文化活動を通して、人間 ●関東大会・全国大会・ ●強化指定部制の確立 ●部活動加入率 ●関東大会に１１部、全国大会に ●部活動加入率を高め、高等学校のあるべき姿を

教育をより一層推進する 国際大会出場部活動数 ９部、国際大会には３部が出場 実現する

●関東大会・全国大会・国際大会に ●奨学生基準の厳格な適用 ●関東大会・全国大 した。硬式野球部は第９９回全 ●実績と人間形成、花咲徳栄高等学校の基本、『徳

部活動の 多くの選手を出場させている ●部活動加入率 会・国際大会出場 国高等学校野球選手権大会で優 B が栄えて花が咲く』を実現する

充 実 更に、高等学校のあるべき姿、文 部活動数・成績 勝した。

武両道で、より多くの部活動の活 ●奨学生数と実績 ●部員数は、１３５４名だった。

躍を目指す 加入率は、７６.４％で、前
●奨学生の獲得は、適正に行われて 年比４.５％増加した。
いる。更にコンプライアンスを遵 ●奨学生数は適切な数となった。

守する 予定通りの数を確保できた。

A：100% B：80% C：50% D：30% E：20%未満


